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東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

上流域ワーキング 

議 事 概 要 

 

事項 東播磨・北播磨・丹波 

(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

上流域ワーキング 

出席者 （随行者・事務局除く） 

１３名 

日時 令和 6 年 10 月 16 日(水) 

13:30～15:00 

場所 兵庫県柏原総合庁舎 

職員福利センター１Ｆ会議室 

内容 
1 開会 

(1) 開会挨拶 

(2) 委員及び出席者紹介 

 

2 議事 

(1) 地域総合治水推進計画の総括について 

① 取り組みの総括課題と対応、改訂の方向性 

② 平成26年～令和５年の上流域における取組みについて 

 

(2) 地域総合治水推進計画改定（案）について 

① 地域総合治水推進計画の改定のポイント 

② 令和６年～令和15年の上流域における取組みについて 

③ 推進計画改定（案）について 

 

(3) 今後のスケジュール 

 

3 閉会 

 

 資料 議事次第、出席者名簿、配席図 

資料１    地域総合治水推進計画の総括（取り組みの総括課題と対応、改訂の方向性） 

資料２-１  平成26年～令和５年の上流域の取り組み実績 

（取組み実績判定基準、達成率、完成・継続等の一覧） 

資料２-２  平成26年～令和５年の上流域のフォローアップシート（概要）  

資料３     東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画の改定概要 

資料４-１   令和６年～令和15年の加古川流域全体の主な取組み 

資料４-２   令和６年～令和15年の上流域のフォローアップシート（概要） 

資料５      今後のスケジュールについて 

参考資料１  地域総合治水推進協議会 設置要綱及び公開要領 

参考資料２  令和５年度第１回東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進 

協議会地域総合治水推進計画 議事概要 
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1 開会 

(1) 開会挨拶（丹波土木事務所所長補佐） 

 

(2) 委員及び出席者紹介（事務局） 

 

2 議事 

(1) 地域総合治水推進計画の総括について 

①取り組みの総括課題と対応、改訂の方向性 

⇒「資料１」の説明を行った。（事務局） 

②平成26年～令和５年の上流域における取り組みについて 

⇒「資料２-１、２-２」の説明を行った。（事務局） 

 

(2) 地域総合治水推進計画改定（案）について 

①地域総合治水推進計画の改定のポイント 

⇒「資料３」の説明を行った。（座長） 

②令和６年～令和15年の上流域における取り組みについて 

⇒「資料４-１、４-２」の説明を行った。（座長） 

③推進計画改定（案）について 

⇒「東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進計画 本編（案）」の説明を 

行った。（座長） 

 

(3) 今後のスケジュール 

⇒「資料５」の説明を行った。（事務局） 

 

3 閉会 
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【主な意見】 

2（1）①取り組みの総括と対応、改訂の方向性 

2（1）②平成26年～令和５年の上流域における取り組みについて 

2（2）①地域総合治水推進計画の改定のポイント 

2（2）②令和６年～令和15年の上流域における取り組みについて 

1 資料4-2「令和６年～令和15年の上流域のフォローアップシート（概要）」について、丹波市

河川整備課が窓口となり、市各関係部署へ内容を問い合わせて取りまとめて回答したが、 

内容が反映されていない箇所がある。フォローアップシートの記載内容については、十分に

調整していただきたい。（丹波市） 

⇒資料の記載内容については、事前に調整させて頂く。（座長） 

 

2 資料4-2「令和６年～令和15年の上流域のフォローアップシート（概要）」に記載のため池

における雨水貯留量の確保において、「水利施設管理強化事業」を進められているが、事業

の詳細を教えていただきたい。また、今後は丹波市においてもこの制度を活用されるのか。

（座長） 

⇒水利施設管理強化事業は、農作がほとんど終わった9月～11月の3ヶ月のうち2ヶ月程度  

ため池の水位を常時下げておき、台風時期の豪雨に備えるというものである。ため池管理

者の取組みに対し、施設の操作・点検等を実施する費用を国・県・市が支援している。 

以前から行っていた事業ではあるが、事業の名前が『水利施設管理強化事業』となったの

は2,3年前からである。丹波篠山市では平成の頃から進めており、今年度から丹波市でも 

この制度を活用し、ため池管理者と協定を結び、事業を実施していく予定である。 

（篠山土地改良事務所） 

 

3 防災対策について、今後、行政だけでは災害発生時に立ち行かなくなると考える。国土  

強靭化計画を参考に、丹波篠山市でも地域との連携・市民意識の向上といった点で防災を 

考え、市民への啓発に力を入れている。例えば、資料3「地域総合治水推進計画の改訂概要」

の減災対策の記載について、行政や地域との連携を踏まえ、地域の盛り上がりや地域住民の

意識向上の観点も増やして良いのではないか。また、今回丹波地域でワーキングを行って 

いるため、『丹波の森構想（丹波の森創造計画）』等の地域独自の計画概要を推進計画の 

中に示せれば、丹波らしい表現を盛り込めるのではないか。加古川の上流域は、丹波篠山市

と丹波市で担っているという特性もあるため、丹波らしさを示せば良い計画になると   

思われる。（丹波篠山市） 

⇒加古川流域はかなり広いため、上流域らしさはなかなか出しにくいところではあるが、  

頂いた意見のように「丹波らしさ」は考えられると思う。事務局なりに計画の案を作成する

ため、また書き方等を相談させて頂きたい。（座長） 
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4 各戸貯留の雨水貯留タンク助成について、加古川の下流域では推進されており、中流域でも

啓発されていくと思われる。特に上流域は各戸貯留が進んでいないことから、今後啓発して

いきたいと考えているが、各市で雨水貯留タンク助成が検討できる方向なのかどうか、意見

を聞かせて頂きたい。（座長)  

⇒丹波篠山市においては、農地の関係で田んぼダム等の流域対策はできるだけ実施している。

雨水貯留タンク助成についても可能な限り進めていければと考えているが、どの部署が 

対応するかがまだ明確になっておらず、具体的に何ができるかということは公言できない

状況である。小さいながらの対策も実施していく必要があるため、この10年間で何とか 

検討を進めたいということで、フォローアップシートに項目をあげている状況である。 

（丹波篠山市） 

⇒フォローアップシートの記載内容について、丹波市は「検討」という形で修正をお願いし

ていたいと考えている。というのも、丹波市は広く、公共下水道区域では国の交付金対象

とお聞きしているが、合併処理浄化槽区域等の、国の交付金対象とならない区域もある。

そのような区域については、以前の県民局とのヒアリング時に県からの補助はないのか 

という質問した際には、無いということだったため、市が単独で助成しなければならない。

そのため、市のどこの部署が対応するかということも含めて、関係部署で協議をして  

いかなければならず、現在は課題として挙げているところであり、今後検討はしていき 

たいと考えている。 (丹波市) 

⇒この10年間の計画の中で、実施できる程度の書きぶりになればと思っている。そのような

形で各戸貯留を進めて頂きたい。（座長） 

 

2（2）③推進計画改定（案）について 

2（3）今後のスケジュール 

 

【まとめ】 

今回、現行計画の現状の課題と改訂の方向性、次期地域総合治水推進計画（案）について、

ご説明させて頂き、主に以下の意見を伺った。 

① 行政や地域との連携を踏まえた地域の盛り上がりや、丹波の森構想などの丹波地域の

特性を加え、上流域の「丹波らしさ」の表現を盛り込んでいく。 

② 推進計画の記載内容については、事前に調整しながら進めていく。 

本日の意見を踏まえ、令和７年１月下旬頃に予定している第２回地域総合治水推進  

協議会に向け、事務局で次期地域総合治水推進計画（案）の作成を進めさせていただく。 

（座長） 




